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第 3 章「加工面形状創成モデルによるエッジ・ロールオフの推定」では、第 2 章で構築された加工面形状創成モデ
ルにより実際に見られる加工結果に解釈が与えられ、提案モデルによって、様々な加工条件下でのエッジ・ロールオ
フを推定可能であることが明らかにされている。 




第 5 章「エッジ・ロールオフ抑制に有効な研磨パッドの開発」では、第 2 章に示された開発指針にもとづき、積層
構造を有する研磨パッド、および表面に溝構造を有する研磨パッドが開発され、従来の研磨パッドに対する優位性が
明らかにされている。また、それら二種類の研磨パッドの問題点を受け、高ポアソン比材料を用いた研磨パッドが開
発され、従来の研磨パッドに対する優位性が明らかにされている。 
第 6章「結論」では、本研究で得られた成果がまとめられるとともに、今後の展望が述べられている。 
 
以上のように、本論文では、研磨加工における工作物外周部の加工面形状創成過程およびエッジ・ロールオフ抑制
に有効な研磨パッド特性が明らかにされるとともに、新たな研磨パッドの開発により、最先端デバイス向け基板に要
求される極めて高度なエッジサイトフラットネスが実現されている。 
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
 
 
